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〔今月の主な内容〕

◆６月議会可決議案 …………………２Ｐ

◆一般質問 …………………………… ３Ｐ

◆陳情・意見書・その他 ……………７Ｐ

◆町政へ一言 …………………………８Ｐ

～夏の祭典、板倉まつり～
　７月26日（土）板倉まつりが開催されま

した。西小学校マーチングバンドなどの

パレードをはじめ、子ども神輿、郷土芸

能の競演、模擬店など多彩なイベントが

催され、最後を飾る6,000発の花火が、夜

空に輝く大輪の花を咲かせました。
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■
板
倉
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　
委
員
３
名
の
う
ち
野
口
勇
氏

（
大
字
飯
野
）
が
、
任
期
満
了
に

伴
い
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
板
倉
町
監
査
委
員
条
例
の
一
部

改
正

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
規
定
さ
れ
て

い
る
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
公
表
に
あ
た
り
、

監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
、
議
会

へ
報
告
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
、
こ
の
審
査
に
関
す
る
規
定
を

追
加
す
る
た
め
の
改
正
で
す
。

■
町
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更

　
寄
井
土
地
改
良
事
業
の
区
域
に

編
入
さ
れ
、
事
業
完
了
後
公
衆
用

道
路
と
し
て
換
地
さ
れ
た
路
線
の

一
部
を
新
た
に
認
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
県
道
除
川
板
倉
線
と
町

道
１
級
　
号
線
を
結
ぶ
町
道
６
１

11

６
６
号
線
に
つ
い
て
は
、
板
倉
分

署
の
移
転
先
と
し
て
、
新
セ
ン

タ
ー
用
地
が
利
用
さ
れ
、
道
路
の

付
け
替
え
を
す
る
必
要
が
生
じ
た

た
め
、
路
線
を
変
更
し
ま
し
た
。

■
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

　
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
の
構
成
市
町
村
間
で
、
合
併

が
行
わ
れ
る
場
合
の
広
域
連
合
財

産
の
処
分
方
法
に
つ
い
て
、
広
域

連
合
規
約
に
定
め
る
も
の
で
す
。

■
板
倉
町
土
地
開
発
公
社
定
款
の

変
更

　
郵
便
貯
金
法
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
板
倉
町
土
地
開
発
公

社
定
款
か
ら
郵
便
貯
金
に
係
る
規

定
を
削
除
す
る
た
め
に
変
更
す
る

も
の
で
す
。

■
平
成
　
年
度
板
倉
町
一
般
会
計

20

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
２
７
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
　
億
９
，
１

49

２
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
　
年
度
板
倉
町
老
人
保
健

20

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
０
万
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
１
億
４
，
８
４

０
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
平
成
　
年
度
板
倉
町
国
民
健
康

20

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
　
万
９
千
円
を
追

29

加
し
、
予
算
総
額
を
　
億
４
，
５

18

５
５
万
６
千
円
と
し
ま
し
た
。

■
農
業
委
員
会
委
員
の
推
薦

　
議
会
推
薦
の
農
業
委
員
と
し
て

次
の
３
人
を
指
名
推
薦
し
ま
し

た
。
大
字
下
五
箇
　
荒
井
嘉
一
郎

氏
　
大
字
西
岡
　
猿
山
菊
代
さ
ん

大
字
岩
田
　
増
田
滿
智
子
さ
ん

　平成20年板倉町議会第２回定例会が、６月12日から20日まで

９日間の会期で開かれました。今回の定例会では固定資産評価

審査委員会委員の選任をはじめ、補正予算など10議案を原案ど

おり可決し、議会推薦の農業委員会委員３名の指名推薦などを

行いました。また、陳情２件が採択され、一般質問には４名の

議員が登壇して、町政各方面に亘った質問を行いました。最終

日には、追加提案された議員発議の意見書を可決して９日間の

会期を閉じました。

 第
２
回
目
の
定
例
会
が
開
か
れ

　
　
　
補
正
予
算
な
ど
可
決
し
ま
し
た
。

 一
般
質
問
に
４
人
の
議
員
が
登
壇

６ 月 定 例 議 会
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を
設
定
す
る
。
担
当
課
長
の

私
は
か
か
わ
っ
て
い
な
い
。

談
合
は
必
要
悪
か
？

 

   

問
・
水
道
事
業
の
外
部
委
託
で

は
、
入
札
予
定
価
格
９
７
４

万
円
、
落
札
金
額
９
６
８
万

円
、落
札
率
　
・
　
％
と
な
っ

99

38

て
い
る
が
偶
然
な
の
か
。

答
・
総
合
政
策
課
長
　
入
札
は
一

回
で
落
札
さ
れ
る
と
は
限
ら

な
い
。

神
業
的
な
高
落
札
率
の

引
き
下
げ
策
は
？

 

   

問
・
行
財
政
改
革
を
標
榜
し
て
町

長
報
酬
の
カ
ッ
ト
か
ら
節
電

ま
で
、
節
約
の
姿
は
み
え
る

が
、
殆
ん
ど
の
入
札
案
件
が

　
・
７
％
、
　

・
４
％
と
高

99

99

落
札
率
と
な
っ
て
い
る
。
入

札
の
仕
組
み
を
改
革
、
改
善

し
て
、
落
札
率
引
き
下
げ
に

職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
・
町
長
　
指
摘
の
よ
う
に
色
々

な
改
革
の
方
法
が
あ
る
と
思

う
。
入
札
の
関
係
は
非
常
に

金
額
が
大
き
い
の
で
、
少
し

の
カ
ッ
ト
で
も
大
事
な
金
が

浮
い
て
く
る
。
そ
の
辺
を
考

慮
し
な
が
ら
、
少
し
で
も
切

り
下
げ
る
よ
う
な
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。

職
員
で
対
応
で
き
る
業
務
は

で
き
る
限
り
職
員
で

 
問
・
昼
休
み
の
節
電
な
ど
を
み
る

と
節
約
も
限
界
に
達
し
て
い

る
よ
う
に
み
え
る
が
、
経
費

節
減
で
き
る
と
こ
ろ
も
探
せ

ば
ゼ
ロ
で
は
な
い
と
思
う
。

板
倉
広
報
５
月
号
に
掲
載
さ

れ
た
水
道
事
業
で
、
昨
年
ま

で
職
員
対
応
で
あ
っ
た
「
浄

水
場
施
設
運
転
管
理
業
務
」

が
今
年
よ
り
民
間
に
９
６
８

万
円
で
外
部
委
託
さ
れ
た
。

外
部
委
託
に
切
り
替
え
た
理

由
は
何
故
か
。

答
・
生
活
窓
口
課
長
　
浄
水
場
に

色
々
な
故
障
が
あ
っ
て
、
そ

の
辺
を
踏
ま
え
て
、
安
心
、安

全
な
水
の
供
給
を
目
的
に
民

間
に
委
託
し
た
の
で
あ
る
。

入
札
予
定
価
格
設
定
の

プ
ロ
セ
ス
は

 
問
・
民
間
へ
の
外
部
委
託
の
予
定

価
格
は
、
何
を
根
拠
に
誰
が

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
算

出
し
て
い
る
の
か
。
課
長
は

ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い

る
の
か
。

答
・
生
活
窓
口
課
長
　
入
札
予
定

価
格
は
、
ま
ず
、調
書
を
職
員

が
作
成
す
る
。
そ
の
調
書
を

町
長
が
判
断
し
て
予
定
価
格

方
が
近
道
で
は
な
い
か
。
附

属
高
校
を
含
め
て
、
板
倉

キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
投
資
、
有

効
活
用
を
３
者
協
議
会
を
通

し
て
東
洋
大
に
働
き
か
け
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
・
町
長
　
指
摘
の
件
に
つ
い
て

は
、
全
く
そ
の
と
お
り
で
あ

る
と
思
っ
て
い
る
。
大
学
、

県
、
町
３
者
協
議
会
も
地
域

と
東
洋
大
学
と
の
連
携
に
よ

る
総
合
的
な
振
興
策
を
検
討

し
て
、
そ
れ
を
推
進
す
る
目

的
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
板
倉
町
と
し
て
は
、
東

洋
大
生
命
科
学
部
の
拡
充
構

想
を
踏
ま
え
て
、
食
関
連
企

業
の
導
入
、
地
元
農
業
の
発

展
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
要

望
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に

東
洋
大
附
属
高
校
設
置
に
つ

い
て
も
３
者
協
議
会
の
中

で
、
要
望
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

う
心
配
な
面
も
あ
る
が
、現
時

点
で
は
良
好
な
財
務
状
況
に

あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

東
洋
大
の
資
金
力
、
経
営
手
腕
に

期
待
し
て
の
ま
ち
づ
く
り
を

 
問
・「
産
・
官
・
学
」
一
体
と
し
た

東
洋
大
生
命
科
学
部
を
活
し

て
の
地
域
活
性
化
と
い
っ
て

も
、
一
朝
一
夕
に
成
果
は
得

ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

生
命
科
学
と
い
う
名
称
は
斬

新
さ
は
あ
る
が
、
農
学
部
、

理
学
部
、
医
学
部
、
薬
学
部

な
ど
を
備
え
、
歴
史
と
伝
統

と
研
究
実
績
が
あ
る
総
合
大

学
と
の
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ

と
は
容
易
で
な
い
と
思
う
。

生
命
科
学
部
に
期
待
す
る
こ

と
よ
り
も
、
東
洋
大
の
抜
群

の
財
力
、
そ
れ
を
生
み
出
し

て
い
る
経
営
手
腕
に
頼
っ
て

の
「
地
域
活
性
化
策
」・「
ま

ち
づ
く
り
構
想
」
を
考
え
た

財
務
内
容
抜
群
の

東
洋
大
決
算
書
を
み
て

 
問
・
東
洋
大
の
決
算
書
を
み
る
と

基
金
、剰
余
金
が
５
０
０
億
円

以
上
あ
る
。そ
の
上
に
年
間
数

十
億
円
も
の
利
益
を
出
し
て

い
る
。少
子
化
に
向
っ
て
も
微

動
だ
に
し
な
い
と
思
わ
れ
る

抜
群
の
財
務
内
容
、資
金
力
を

有
し
て
い
る
東
洋
大
の
決
算

書
を
み
て
の
感
想
を
。

答
・
町
長
　
東
洋
大
の
決
算
書
を

十
分
把
握
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
、か
な
り
健
全
な
財

務
内
容
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。こ
れ
か
ら
の
少
子
化
と
い

う
中
で
、学
生
数
の
減
少
と
い

東
洋
大
の
豊
富
な
資
金
力
を
活
し
て
の

　
　
　
　
　
「
地
域
活
性
化
」・「
ま
ち
づ
く
り
」
を

一

般

質

問

議会２日目
６月13日晶

①
青
木
秀
夫
　
議
員

◆一般質問
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道
路
特
定
財
源
税
法

の
理
論
と
は
 

 
問
・
最
近
、
原
油
が
国
際
的
な
投

機
対
象
と
な
っ
て
暴
騰
し
、

国
民
生
活
に
重
く
の
し
か

か
っ
て
い
る
。
利
用
者
に
負

担
を
課
す
る
、
道
路
特
定
財

源
税
制
が
あ
り
、
総
額
２
兆

５
千
億
円
の
税
収
に
な
っ
て

い
る
と
聞
く
。
特
定
財
源
税

法
の
理
論
と
は
。

答
・
町
長
　
特
定
財
源
と
は
、
税

法
で
使
い
道
が
定
ま
っ
て
い

て
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保

す
る
目
的
で
、
受
益
者
負
担

原
則
を
理
念
と
し
て
い
る
。

他
に
電
源
開
発
促
進
税
、
地

方
道
路
税
な
ど
譲
与
税
法
に

属
す
る
も
の
。
更
に
石
油
石

炭
税
、
揮
発
油
税
、
交
通
反

則
者
納
付
金
、
電
波
利
用
料

な
ど
、
使
途
が
限
定
さ
れ
た

特
別
会
計
税
法
に
属
す
る
も

の
が
あ
る
。

受
益
者
負
担
が
原
則
な
ら

増
額
譲
与
を
要
求
す
べ
き
で
は
 

 
問
・
ガ
ソ
リ
ン
１
リ
ッ
ト
ル
当
た

り
　
円
の
道
路
特
定
財
源
税

２５
は
、
総
額
２
兆
５
千
億
円
も

あ
り
、
板
倉
町
に
約
１
億
８

千

万

円

配

分

さ

れ

て
、

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
の
地
方
道

路
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
て
い

る
と
聞
く
。
板
倉
町
は
、
以

前
か
ら
自
動
車
の
保
有
台
数

が
、
人
口
比
で
県
下
一
と
も

聞
く
。
必
然
的
に
ガ
ソ
リ
ン

税
の
納
税
額
も
比
例
す
る
。

１
億
８
千
万
円
の
譲
与
額
で

は
、
少
な
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
各
行
政
区
内

を
通
る
生
活
道
路
改
修
陳
情

案
件
は
、
不
完
全
の
状
態
に

あ
る
。
５
億
円
の
予
算
措
置

で
懸
案
も
解
決
で
き
る
説
明

を
受
け
て
い
る
今
、
受
益
者

負
担
の
原
則
が
基
本
な
ら
、

増
額
譲
与
を
要
求
す
べ
き
と

思
う
。

答
・
町
長
　
特
定
財
源
と
は
、
特

定
の
歳
入
を
も
っ
て
、
特
定

の
歳
出
に
充
て
る
理
念
と
認

識
し
て
い
る
。
平
成
　
年
度

19

道
路
交
付
金
は
、
１
億
８
，

４
１
９
万
円
。
内
訳
は
自
動

車
重
量
譲
与
税
８
，
９
８
１

万
３
千
円
、
地
方
道
路
譲
与

税
３
，
１
０
２
万
７
千
円
、

自
動
車
取
得
税
交
付
金
６
，

３
３
５
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
地
方
道
路
税
は
、
ガ
ソ

リ
ン
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
、

５
・
２
円
の
賦
課
と
な
る
。

自
動
車
取
得
税
は
、
７
割
分

を
県
　
％
、
町
　
％
割
合
に

58

42

配
分
交
付
さ
れ
る
。
自
動
車

重
量
税
は
、
１
／
３
が
市
町

に
分
配
さ
れ
て
い
る
。
平
成

　
年
度
の
総
額
が
、
１
億
８
，

12２
０
０
万
円
、
平
成
　
年
度

19

が
１
億
８
，
４
０
０
万
円
と
、

ほ
ぼ
横
ば
い
状
態
に
あ
る
。

東
京
都
と
群
馬
県
を
比
較
し

て
も
、
１
戸
当
た
り
の
自
動

車
保
有
台
数
は
、
群
馬
県
が

は
る
か
に
多
く
、
当
然
ガ
ソ

リ
ン
税
も
多
く
納
め
て
い

る
。
地
方
の
道
路
整
備
促
進

は
、
自
明
の
理
と
確
信
し
て

い
る
。

遊
水
池
の
面
積
と
貯
水
量
の

関
係
枠
組
み
の
法
的
根
拠
は

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
・
農
地
防
災
事
業
も
、
い
よ
い

よ
残
さ
れ
た
期
間
は
３
年
弱

と
な
る
。
創
設
さ
れ
る
遊
水

池
も
残
る
の
は
、
大
箇
野
川

遊
水
池
の
み
と
な
る
。
遊
水

池
面
積
と
貯
水
量
の
関
係
に

お
い
て
、
見
聞
の
結
果
、
各

遊
水
池
が
違
っ
た
形
態
を
取

る
と
再
認
識
し
た
。
そ
こ
で
、

国
営
事
業
で
あ
る
が
ゆ
え
の

視
点
か
ら
、
遊
水
池
面
積
と

貯
水
量
の
関
係
枠
組
の
法
的

根
拠
を
聞
き
た
い
。

答
・
建
設
農
政
課
長
　
仲
伊
谷
田

承
水
溝
遊
水
池
を
例
に
上
げ

る
と
、
８
万
ト
ン
の
貯
水
能

力
と
な
る
根
拠
は
、
降
水
量

を
　
年
確
率
で
算
定
し
、
通

10
水
量
を
承
水
溝
断
面
積
で
勘

案
し
た
結
果
、
毎
秒
３
ト
ン

分
を
遊
水
池
に
流
入
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
周
辺
地
域
の

湛
水
状
況
を
、　

時
間
以
内

24

に
解
消
さ
せ
る
理
論
構
成
に

な
っ
た
と
聞
く
。
ま
た
、
仲

伊
谷
田
遊
水
池
が
、
４
・
５

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
決
定
さ
れ
た

理
由
は
、
地
質
の
状
態
と
地

下
水
位
の
測
定
、
ま
た
、
経

済
性
を
考
慮
し
た
結
果
、
出

さ
れ
た
結
論
と
聞
く
。
大
箇

野
遊
水
池
も
同
様
な
考
え
方

で
、
面
積
の
決
定
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。

特
定
財
源
ガ
ソ
リ
ン
税
は

納
税
側
に
多
く
交
付
す
べ
き
で
は
な
い
か

一

般

質

問

議会２日目
６月13日晶

②
石
山
徳
司
　
議
員

▲整備が始まる仲伊谷田承水溝遊水池
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無
差
別
殺
傷
事
件
に
つ
い
て

 
問
・
最
近
、
頻
繁
に
起
き
て
い
る

無
差
別
殺
傷
事
件
を
町
長
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。ま
た
、自
然
界
で
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
サ
イ
ク
ロ
ン
の
被

害
、
そ
し
て
中
国
四
川
省
の

大
地
震
な
ど
、
人
類
の
勝
手

さ
横
暴
さ
に
自
然
界
が
警
鐘

を
与
え
て
い
る
よ
う
な
気
が

し
て
な
ら
な
い
が
。

答
・
町
長
　
白
昼
に
起
こ
っ
た
通

り
魔
に
よ
る
殺
傷
事
件
等
、

従
来
の
我
が
国
で
は
考
え
ら

れ
な
か
っ
た
犯
罪
が
相
次
い

で
起
こ
っ
て
い
る
。
何
に
起

因
す
る
か
と
考
え
る
と
判
断

は
難
し
い
が
、
我
が
国
が

と
っ
て
き
た
政
策
、
い
わ
ゆ

る
市
場
主
義
的
な
政
策
も
要

因
の
一
つ
で
あ
る
と
思
う
。

あ
る
面
で
は
競
争
も
当
然
必

要
だ
が
、
あ
ま
り
に
も
先
行

し
て
し
ま
う
と
、
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
部
分
が
考
え

ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
負

の
部
分
が
、
一
挙
に
吹
き
出

し
て
し
ま
っ
た
、
そ
ん
な
状

況
下
で
は
な
い
か
と
思
う
。

７
期
目
へ
の
出
馬
は
あ
る
の
か

 
問
・
６
期
目
が
終
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
今
、
７
期
目
へ
の
出
馬

は
あ
る
の
か
。

答
・
町
長
　
ご
指
摘
の
立
候
補
の

関
係
は
、
前
向
き
に
考
え
る

必
要
が
あ
る
の
か
な
と
思
っ

て
い
る
。
今
後
、
後
援
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
団
体
の
皆

さ
ん
と
の
協
議
等
も
あ
る
の

で
、
結
論
は
少
し
時
間
を
い

た
だ
い
て
、
前
向
き
に
検
討

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

６
期
　
年
間
を
振
り
返
っ
て

24
 

問
・
６
期
　
年
間
を
振
り
返
っ
て

24

み
た
と
き
に
ど
ん
な
考
え
が

頭
を
よ
ぎ
る
の
か
。

答
・
町
長
　
私
に
と
っ
て
も
板
倉

町
に
と
っ
て
も
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
事
業
が
最
大
の
事
業
で

あ
っ
た
と
思
う
。
駅
、大
学
、

住
宅
団
地
、
そ
し
て
治
水
問

題
、
こ
れ
を
一
緒
に
や
ろ
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、

大
変
な
事
業
で
あ
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
ま
た
、
懸
案

で
あ
っ
た
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た

こ
と
と
思
っ
て
い
る
。　

年
２４

間
を
振
り
返
っ
て
思
い
出
す

言
葉
に
、
天
、
地
、
人
、
と

い
う
言
語
が
あ
る
が
、
チ
ャ

ン
ス
が
訪
れ
た
時
に
は
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
、
地
の

利
を
活
か
し
人
と
の
輪
を
大

切
に
す
る
。
こ
れ
が
町
づ
く

り
に
繋
が
る
と
考
え
て
や
っ

て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

副
町
長
の
設
置
は

 
問
・
７
期
目
で
当
選
す
れ
ば
、
引

き
続
き
町
村
会
長
に
な
る
と

思
う
。
会
長
に
な
れ
ば
、
そ

れ
な
り
に
メ
リ
ッ
ト
が
数
多

く
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
の

際
副
町
長
を
置
い
て
、
留
守

中
の
責
任
を
果
た
さ
せ
た
ら

ど
う
か
。

答
・
町
長
　
色
々
な
人
と
の
繋
が

り
も
可
能
で
あ
る
の
で
、
そ

う
い
っ
た
利
点
を
活
か
し
、

町
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
も
大
事
と
考
え
て
い

る
。
企
業
導
入
或
い
は
大
学

と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
渉
と

か
、
も
ろ
も
ろ
考
え
る
と
、

基
本
的
に
は
置
く
必
要
が
あ

る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。

東
洋
大
学
の
国
際
地
域
学
部
が

去
っ
て
し
ま
っ
た
が

 
問
・
東
洋
大
学
の
国
際
地
域
学
部

が
、
何
の
前
触
れ
も
な
く
移

転
し
た
が
、
そ
の
後
が
ど
う

な
る
の
か
心
配
で
な
ら
な

い
。
何
か
取
り
決
め
は
し
た

の
か
。

答
・
町
長
　
特
に
改
ま
っ
て
書
類

の
取
り
交
わ
し
は
し
て
な
い

が
、
大
学
の
方
針
と
し
て
、

文
系
は
東
京
に
持
っ
て
い
っ

た
方
が
学
生
が
集
ま
り
や
す

い
傾
向
の
よ
う
だ
。
そ
れ
以

外
の
学
部
は
地
方
に
設
置
し

て
特
色
を
活
か
し
、頑
張
っ
て

い
く
と
い
う
方
向
な
の
か
な

と
思
う
。
県
、
大
学
、
町
が
三

者
一
体
と
な
っ
て
、
新
し
く
出

来
る
学
部
な
ど
に
も
精
一
杯

の
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

総
合
体
育
館
の
建
設
は

 
問
・
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
総
合

体
育
館
の
建
設
が
上
位
に
ラ

ン
ク
付
け
さ
れ
た
が
、
老
朽

化
し
て
い
る
板
中
体
育
館
と

社
会
体
育
館
を
併
用
し
て
使

え
る
、
総
合
体
育
館
の
建
設

が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

答
・
町
長
　
町
に
は
総
合
体
育
館

が
な
い
の
で
、当
然
、町
の
財

政
状
況
を
考
え
る
と
、
古
く

な
っ
た
板
中
の
体
育
館
と
社

会
体
育
館
を
併
用
し
て
使
え

る
、
総
合
体
育
館
の
建
設
が

必
要
と
基
本
的
に
は
思
っ
て

い
る
。
何
年
に
作
る
と
い
う

は
っ
き
り
し
た
答
え
は
今
の

と
こ
ろ
出
し
て
い
な
い
が
、出

来
る
だ
け
早
期
に
実
現
し
た

い
と
真
剣
に
考
え
て
い
る
。

６
期
　
年
の
実
績
を
踏
ま
え
て

24

町
長
選
７
期
目
へ
の
出
馬
は
あ
る
の
か
！

一

般

質

問

議会２日目
６月13日晶

③
青
木
佳
一
　
議
員

◆一般質問
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町
民
に
約
束
し
た
公
約
の

取
り
組
み
状
況
と
成
果
は

 
問
・
任
期
５
カ
月
余
り
と
な
っ
た

今
、
町
民
に
約
束
し
た
公
約

の
主
な
も
の
の
取
り
組
ん
だ

状
況
と
そ
の
成
果
は
。

答
・
町
長
　
選
挙
公
約
は
多
く
あ

る
が
、
そ
の
中
で
岩
田
流
通

団
地
事
業
と
邑
楽
土
地
改
良

区
の
賦
課
金
の
関
係
の
２
事

業
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
岩
田

流
通
団
地
事
業
は
、
県
が

入
っ
た
事
業
で
な
く
、
手
続

き
か
ら
用
地
交
渉
、
造
成
、

販
売
な
ど
全
て
町
が
行
う
と

い
う
、
大
事
な
事
業
で
あ
っ

た
が
達
成
で
き
た
。し
か
し
、

当
初
考
え
て
い
た
よ
う
に
は

い
か
な
く
残
念
に
思
っ
て
い

る
。
今
後
、
企
業
等
と
相
談

し
、
町
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
邑
楽
土
地
改
良
区
の

賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
土
地

改
良
区
と
は
い
っ
て
も
現

在
、
土
地
改
良
事
業
そ
の
も

の
を
行
っ
て
は
い
な
い
。
主

た
る
も
の
は
、
用
排
水
事
業

が
中
心
で
あ
り
、
時
期
に

よ
っ
て
忙
し
い
時
と
そ
う
で

な
い
一
面
が
あ
る
。
現
在
、

排
水
事
業
に
つ
い
て
は
町
が

行
っ
て
お
り
、
台
風
と
か
来

た
場
合
、
ポ
ン
プ
を
稼
働
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
時
は
、
相
当
数
の
人
数
が

必
要
と
な
り
、
職
員
を
動
員

し
て
対
応
し
て
い
る
。
邑
楽

土
地
改
良
区
で
は
用
水
面
を

担
当
し
て
い
る
。
こ
れ
も
時

期
的
な
も
の
で
、
夏
場
一
挙

に
仕
事
が
入
っ
て
来
る
。
こ

の
こ
と
を
考
え
る
と
、
町
と

邑
楽
土
地
改
良
区
が
協
力
し

あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
件

費
の
削
減
に
繋
が
り
、
そ
れ

が
賦
課
金
の
削
減
に
繋
が
れ

ば
と
考
え
て
い
た
。
現
に
そ

の
方
向
で
済
ん
だ
が
、
結
果

的
に
は
、
邑
楽
土
地
改
良
区

が
単
独
で
行
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
残
念
に
思
っ
て
い

る
。
農
家
の
厳
し
い
経
済
状

況
等
考
え
る
と
、
今
後
は
、

邑
楽
土
地
改
良
区
と
町
が
一

緒
に
協
力
し
あ
っ
て
や
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
る
。
時
間
が
か
か
る
か
も

知
れ
な
い
が
、
話
し
合
い
を

進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の

点
達
成
で
き
な
か
っ
た
残
念

な
一
面
が
あ
る
。

重
点
事
業
と
は
何
か

 
問
・
何
を
重
点
的
に
取
り
組
む
の

か
。

答
・
町
長
　
国
の
地
方
に
対
す
る

補
助
金
、
負
担
金
、
地
方
交

付
税
の
カ
ッ
ト
が
、
際
限
な

く
続
い
て
い
る
。
厳
し
い
状

況
は
こ
れ
か
ら
も
続
く
こ
と

を
考
え
る
と
、
従
来
に
も
増

し
た
行
財
政
改
革
が
必
要
で

あ
る
。
特
に
財
政
改
革
プ
ラ

ン
を
徹
底
的
に
取
り
組
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
一
方
、

入
る
を
図
る
こ
と
が
、
町
に

取
っ
て
必
要
だ
。し
か
し
、工

業
団
地
と
い
っ
て
も
非
常
に

時
間
が
か
か
る
。
一
番
早
い

方
法
と
し
て
は
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
内
の
用
途
の
変
更
を
行

い
た
い
。
そ
し
て
、
大
学
の

食
に
関
連
す
る
よ
う
な
企
業

の
誘
致
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。ま
た
、
急
浮

上
し
て
き
た
合
併
の
問
題
、

ま
ず
は
事
務
レ
ベ
ル
で
１
市

４
町
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

を
急
が
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
考
え
て
お
り
、
で
き
る
だ

け
積
極
的
に
進
め
る
よ
う
努

力
し
た
い
。
同
時
に
、
そ
の

後
の
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
ら

ゆ
る
機
関
を
通
し
て
検
証
を

急
い
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

正
規
雇
用
の
職
場
の
確
保
は

 
問
・
こ
の
ほ
ど
発
表
さ
れ
た
市
町

村
別
出
生
率
を
見
る
と
、
板

倉
町
は
　
市
町
村
中
　
位
、

38

25

そ
し
て
上
位
を
見
る
と
、
近

く
に
安
定
し
た
職
場
が
確
保

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
、
板

倉
の
場
合
、
子
育
て
以
前
の

問
題
か
と
思
う
。
是
非
、
正

規
雇
用
の
職
場
の
確
保
に
全

力
で
あ
た
っ
て
ほ
し
い
が
。

答
・
町
長
　
結
婚
す
る
人
達
は
、

統
計
に
よ
る
と
収
入
に
応
じ

て
だ
ん
だ
ん
結
婚
率
が
上

が
っ
て
い
く
と
い
う
現
状
が

あ
り
、
き
ち
ん
と
し
た
職
場

を
確
保
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
大
変
大
事
と
思
う
。
町

と
し
て
も
精
一
杯
努
力
し
た

い
。

選
挙
公
約
の
達
成
状
況
と

              そ
の
成
果
に
つ
い
て
問
う

一

般

質

問

議会２日目
６月13日晶

④
野
中
嘉
之
　
議
員

▲ニュータウン内用途変更に伴う優良企業誘致は



（7）　議会だより　№106　平成20年８月１日

陳
　
情

◆
国
営
事
業
の
存
続
を
求
め
る
陳

情陳
情
者
　
邑
楽
土
地
改
良
区
　
理

事
長
　
小
野
久
雄
　
渡
良
瀬
川
下

流
土
地
改
良
区
連
合
　
理
事
長
　

小
野
久
雄

結
果
　
採
択

◆
難
病
、
長
期
慢
性
疾
患
、
小
児

慢
性
疾
患
に
対
す
る
総
合
的
対
策

の
早
期
実
現
を
求
め
る
陳
情

陳
情
者
　
群
馬
県
難
病
団
体
連
絡

協
議
会
　
会
長
　
澁
澤
東
三
夫

結
果
　
採
択

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
撤
廃

を
求
め
る
陳
情

陳
情
者
　
全
日
本
年
金
者
組
合
群

馬
県
本
部
　
執
行
委
員
長
　
関
口

昭
三
　
館
林
・
邑
楽
支
部
　
支
部

長
　
大
西
和
夫

結
果
　
継
続
審
査

意
見
書

　
陳
情
の
採
択
に
伴
い
、
次
の
二

件
の
意
見
書
を
議
員
発
議
で
提
案

し
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
地

方
自
治
法
第
　
条
の
規
定
に
よ
り

99

関
係
機
関
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

◆
国
営
事
業
の
存
続
に
関
す
る
意

見
書

（
要
旨
）
農
業
農
村
整
備
事
業
、
と

り
わ
け
大
規
模
で
高
度
な
技
術

生
・
公
共
性
を
有
し
、
そ
の
整
備

に
相
当
額
の
投
資
が
必
要
と
な
る

頭
首
工
、
幹
線
水
路
、
排
水
機
場

等
の
基
幹
的
施
設
の
整
備
を
行
う

国
の
直
轄
事
業
に
つ
い
て
は
、
食

料
の
安
定
供
給
や
国
土
保
全
に
係

る
国
の
施
策
目
標
を
達
成
す
る
う

え
で
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

最
も
根
幹
的
な
重
要
事
業
で
あ

る
。
一
方
、
地
方
分
権
改
革
推
進

委
員
会
に
お
い
て
は
、
地
方
農
政

局
の
大
半
の
業
務
を
地
方
に
移
譲

し
廃
止
す
る
方
針
を
示
し
た
。
こ

の
方
針
は
、
食
料
生
産
を
担
う
地

方
の
切
り
捨
て
で
あ
り
、
本
来
、

国
が
重
点
的
に
担
う
役
割
ま
で
も

全
て
地
方
に
押
し
つ
け
、
国
に
よ

る
食
料
の
安
定
供
給
等
の
国
家
課

題
へ
の
責
任
あ
る
対
応
を
自
ら
放

棄
す
る
に
等
し
い
。
よ
っ
て
、
国

営
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
国

が
本
来
重
点
的
に
担
う
べ
き
役
割

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
地

方
農
政
局
を
通
じ
て
、
国
営
事
業

の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
強

く
要
望
す
る
。

提
出
先
　
衆
議
院
議
長
、
参
議
院

議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官

房
長
官
、
総
務
大
臣
、
財
務
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
経
済
財
政
政
策

担
当
大
臣
、
群
馬
県
知
事
、
地
方

分
権
改
革
推
進
委
員
会
委
員
長
宛

◆
「
難
病
、
長
期
慢
性
疾
患
、
小

児
慢
性
疾
患
に
対
す
る
総
合
的
対

策
の
早
期
実
現
」
を
要
望
す
る
意

見
書

（
要
旨
）
難
病
対
策
は
、
患
者
の
医

療
費
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
で
治

療
に
結
び
つ
け
、
難
病
研
究
に
生

か
す
と
し
て
始
ま
っ
た
。
難
病
対

策
の
拡
充
強
化
を
求
め
る
国
会
請

願
を
、
実
効
あ
る
も
の
と
し
て
、

難
病
対
策
の
予
算
を
大
幅
に
増
額

し
、
患
者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
国
が
指
定
し
て
い
る
１
２
３

疾
患
に
限
ら
ず
治
療
法
も
な
く
対

処
療
法
に
頼
る
疾
病
に
つ
い
て
も

難
病
対
策
に
取
り
入
れ
る
こ
と
な

ど
、
抜
本
的
改
革
を
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
国
に
お

い
て
難
病
患
者
等
が
生
涯
に
わ
た

り
安
心
、
信
頼
し
て
医
療
を
受
け

な
が
ら
暮
ら
せ
る
生
活
を
保
障
す

る
た
め
、
第
１
６
６
回
通
常
国
会

に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
難
病
、
長

期
慢
性
疾
患
、
小
児
慢
性
疾
患
に

対
す
る
総
合
的
対
策
を
早
期
に
実

現
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務

大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
宛

◆陳情・意見書・その他
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宇治川利夫氏逝く

惜別
　去る６月25日、宇治川利夫氏がご逝去

されました（享年57歳）故人は平成15年

５月に板倉町議会議員に就任してから、

５年１カ月の間、総務文教常任副委員長、

総務文教福祉常任委員長などを歴任し、板倉町政に多大

な貢献をされました。心よりご冥福をお祈りいたします。

　夢は必ず叶うもの 議長　荻野美友

議長室エッセイ
　７月７日は七夕祭で南は平塚、北は仙台が有名である

が、地方では８月７日に開催するところが多い。星空に

天の川を挟んで、彦星と織姫星が１年に一度逢う時だそ

うで、晴天を願わずにはいられない。以前は毎戸の家で

真菰を刈ってきて乾かし、２頭の雄と雌の馬を作り、た

んざくにお願い事や夢、希望等を書いたり、折り紙など

で綺麗に飾ったものである。育成会役員をやっていた当

時は、行政区単位ごとに学校の庭で行事をしたことを思

い出す。子供の頃は勉強が出来ますようにとか、何々が

ほしい、何ちゃんが好きとか、いろいろその人なりにお

願いをしていた。ちなみに、今年、私個人としては、元

気で頑張りますとお願いするつもりである。

　７月７日から９日まで、北海道で洞爺湖サミットが開

催された。その折り、各国首脳も全世界が、平和で仲良

くなりますようにとお願いしたそうである。昔、行われ

ていた、いろいろな行事が少なくなる中、何十年ぶりか

に、真菰を刈ってきて干してある。云うは易し、行なう

は難しであるが、これからを担う子供達には、夢や願い

は、必ず叶うと信じて頑張ってもらいたいと思う。

詳しい内容がわかります

議会議事録
　議会議事録は、板倉町ホームページに掲載してありま

すので、ぜひ、お読みください。なお、議事録は各公民

館にも取り揃えてあります。一般の図書と同じように閲

覧できますので、ご利用ください。
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私
の
趣
味
は
写
真
撮
影
で
す
。

年
間
に
何
度
か
旅
行
を
兼
ね
、
撮

影
に
出
か
け
ま
す
。
地
方
に
出
か

け
、
地
元
の
方
と
会
話
す
る
の
が

楽
し
み
で
す
。
群
馬
県
の
板
倉
町

か
ら
来
ま
し
た
と
紹
介
し
て
も
分

か
る
方
は
い
ま
せ
ん
。
自
然
環
境

が
豊
か
で
災
害
が
少
な
い
緑
豊
か

な
板
倉
町
を
、
も
っ
と
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
一

過
性
の
観
光
で
な
く
、
年
間
を
通

し
た
観
光
、産
業
、す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
将
来
性
の
あ
る
大
規
模
農

業
。
特
に
交
通
ア
ク
セ
ス
で
は
、

板
倉
町
は
県
内
で
最
高
の
立
地
条

件
と
思
い
ま
す
。

   い
ま
群
馬
県
で
は
、
高
速
道
路

を
利
用
し
た
北
関
ベ
ル
ト
ゾ
ー
ン

開
発
が
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
巨

大
市
場
の
首
都
圏
に
高
速
道
路
を

利
用
し
、
１
時
間
圏
内
に
あ
る
板

倉
町
を
も
っ
と
生
か
し
、商
工
場
、

企
業
の
誘
致
を
積
極
的
に
展
開
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
地
元
で
働
く
場
所
を
つ
く
り
、

若
者
が
住
め
る
町
づ
く
り
を
望
み

ま
す
。

　「
町
政
へ
一
言
」
と
は
、
町
政
を

司
る
町
長
さ
ん
町
議
さ
ん
に
、
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
問
題
を

提
起
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
回
「
何
か
書
い
て
く
れ
」
と
頼

ま
れ
困
り
ま
し
た
。
提
言
し
た
い

こ
と
が
な
い
の
で
す
。

　
確
か
に
気
に
な
る
問
題
は
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、谷
田
川
の
環
境
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
に
よ
り
、
岸
辺
は

随
分
き
れ
い
に
な
っ
た
。
で
も
、

水
質
は
依
然
、良
く
あ
り
ま
せ
ん
。

水
郷
と
称
す
る
か
ら
に
は
、
水
が

き
れ
い
で
な
け
れ
ば
と
思
う
の
で

す
が
、
私
自
身
、
川
の
水
質
改
善

の
た
め
に
何
か
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
自
分
を
棚
上
げ
し
て
、

「
こ
う
し
て
」「
あ
あ
し
て
」
と
い

う
の
は
気
が
引
け
ま
す
。
で
、
提

言
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
ど
ん
な
問
題
で
あ
れ
、
先
ず

は
自
分
一
人
で
何
が
出
来
る
か
を

考
え
る
こ
と
が
、
大
事
だ
と
思
う

の
で
す
。

板

倉
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
望
み
ま
す

～
企
業
誘
致
で
若
者
が
住
め
る
町
を
～
  大
字
大
荷
場
　
 橋
本
康
雄
さ
ん

自

分
一
人
で
何
が
出
来
る
か
を
考
え
る

～
水
郷
で
あ
る
谷
田
川
の
水
質
改
善
を
～
 
大
字
板
倉
　
原
田
一
平
さ
ん

町 政 へ

■発行　群馬県板倉町議会　■発行人　議会議長　荻野美友　■編集　議会広報委員会　〒374 － 0192群馬県邑楽郡板倉町大字板倉 2067　緯 （0276）82 － 1111

　議会の本会議は公開制となっています。本会議当

日、受付簿に記入していただくだけで、どなたでも

自由に傍聴することができます。今度の定例会は９

月９日からを予定しています。

　議会傍聴についてのお問い合わせは、役場議会事

務局、電話82-1111　内線511番までお気軽にお電話く

ださい。

　
７
月
か
ら
食
品
や
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気
、
ガ
ス
と
い
っ
た

幅
広
い
商
品
の
値
上
げ
が
相
次
い
で
い
る
。
原
油
な
ど
原

材
価
格
の
高
騰
が
収
ま
ら
な
い
た
め
だ
。
家
計
は
直
撃
さ

れ
買
い
控
え
で
、
景
気
に
も
大
き
く
影
響
が
出
て
来
る
だ

ろ
う
。
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
が
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
　22

カ
国
首
脳
を
加
え
開
催
さ
れ
た
。
主
要
議
題
と
し
て
、
地

球
温
暖
化
対
策
だ
が
、
高
騰
す
る
原
油
価
格
、
恒
常
的
に

続
く
食
料
危
機
、
地
球
規
模
で
考
え
合
意
し
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
。
消
化
不
良
で
残
っ
た
課
題
も
多

い
と
い
う
印
象
に
終
わ
っ
た
が
、
議
長
国
と
し
て
一
応
の

成
果
を
あ
げ
た
と
評
価
し
た
い
。
先
進
国
の
首
脳
だ
け
で

地
球
全
体
の
行
方
を
決
め
ら
れ
る
時
代
は
過
ぎ
去
っ
た
と

思
え
る
。
主
要
首
脳
会
議
も
重
要
だ
が
、
危
機
的
状
況
に

あ
る
我
が
家
。
助
け
て
ほ
し
い
と
、
東
京
向
い
て
さ
け
び

た
い
。 

（
議
会
広
報
委
員
　
延
山
宗
一
）

嬉

幾

岐

忌
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『傍聴して町政を知る』
だれでも簡単にできます

“議 会 傍 聴”

一　言
ひ と こ と
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